
 

 

 

※裏面には秋季講習会開催について記載しておりますのでご確認下さい。 

※【せん孔細菌病対策】ボルドー散布については、もも・ネクタリン特報 No⑫をご覧下さい。 

コスカシバ対策 

本年、4 月下旬～5 月下旬にかけてももの樹体衰弱・枯死が多く発生しました。その中でも【コスカシバ】

による樹体被害が近年多くなっておりますので、発生のある園地では下記の内容を参考に対策を行って下

さい。 

【防除対策】 

・幼虫に食害被害部をナイフ等で削って捕殺する。削った部分には癒合剤を必ず塗布する。 

・フェニックスフロアブル 4,000 倍散布（ボルドー混用可） ※幹や主枝散布による侵入防止。 

  ※成虫発生ピークが 9 月 10～20 日頃となる為、9 月中旬での散布が効果的になります。 
 

片側主枝の樹勢が弱い ⇒ 主枝分岐部に食害被害 ⇒ 削ると幼虫を確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋季管理作業（秋季剪定・礼肥） 

【秋季剪定】 ※詳細は講習会にて 

本年の生産状況を振り返りながら樹冠下の明るさや樹勢を確認しながら、来年の生産に繋げていきましょ

う。また、せん孔細菌病対策であるボルドー散布をかかりやすくする目的も含めて実施をお願いします。 

注意① 凍害を防止するため、5 年～8 年生までの若木・樹勢の弱い樹の秋季剪定は極力行わない。 

    （ボルドー散布をかかりやすくするための徒長枝整理は実施する） 

注意② 大きな剪定後の切り口には、必ず癒合剤（トップジン M ペースト・バッチレート等）を塗布する。 

 

【礼肥】 

近年、高温・干ばつ・多雨・多湿など極端な気象経過となっており、樹体への負担（ストレス）がかかって

いると見込まれます。収穫を終えた園地では可能な範囲で礼肥を実施し、樹体回復に努めて下さい。 

資材：天然ボカシ肥 5 袋（75 ㎏） 又は 発酵ケイフン 5 袋（75 ㎏）／ 10a 当たり 

令和7年9月2日  

Ｊ Ａ 中 野 市 園 芸 課 

J A 中野市りんご・もも部会 



 

もも・ネクタリン 秋季講習会の開催について 

 

毎日のお仕事お疲れ様です。 

標記の件につきまして、下記により講習会を開催します。 

大変お忙しい中ではありますが、皆様の出席をお願いします。 

  

記 

 

１．期日・場所 

期 日 時 間 集 合 場 所 

９月１０日(水) 

新規栽培者 

若手、女性生産者 

１１：００ 

南部共選所 

９月１０日(水) 

（一般） 
１４：００ 

※現地講習を行います。平岡・高社地区の皆様もご参加ください。 

２．内 容  ①秋季せん定について 

       ②秋季防除について（せん孔細菌病対策） 

 ３．その他   ご不明な点は、園芸課へお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

以上 

【連絡先・問合先】 

ＪＡ中野市 営農センター  

営農部 園芸課 

ＴＥＬ：0269－23－3933 

本年の「せん孔細菌病」発生は中野市全体では、少発生。次年

度の越冬菌は、９月以降の風雨を伴って感染します。菌密度の

抑制のために、秋季ボルドー散布を徹底してください。 

（詳細は、もも・ネクタリン特報 No.12 参照） 


